
【７月 日】「地域の酪農家の方が講師」 
 更別小学校に宿田恵子さんが来校し、子ど
もたちの質問に答える形で、酪農の絵本の絵
や撮りためた写真、映像を使って、酪農の仕
事のことを分かりやすく教えてくださいま
した。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  
 

 

 

 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学３年生になると初めて「社会科」を勉強します。その中で「農家の仕事」という単元があ

り、更別村の自然を生かした畑作や酪農の仕事について学びます。 
 

【７月 日】「畑作農家のお父さんが講師」 

 更別小学校に保護者の林さん、小椋さん

が来校し、それぞれ子どもたちの質問に丁寧

に答えていただきました。 
 

【７月８日】「髙久農場を訪問」 
更小・上更小３年が訪問し、保護者の髙久

さん、宍戸さんが対応。作っている芋やビー
トを実際に抜いて生育状況を確認させてく
れたり、トラクターや防除用の機械等を見せ
てくれたりしました。更別村の農家１軒当た
りの畑は大変広いなど、いろいろなことを教
えてくださいました。 
 

７月６日、上更別小学校の１，２年生が学校応援団である坂井友子さんに講師として来ていただ

き、図工で「ひもひもねんど」を学びました。坂井さんは、以前更別村に住んでいらっしゃった陶

芸家です。この日は粘土をひも状にし、それをくるくる巻いてお皿の形にしていく方法を教えてく

れました。お皿をつくっている子どもたちに、「うまいね」「かわいいね」「いいね」など、プラス

メッセージをどんどん伝え、子どもたちのやる気をアップさせていました。できあがった粘土のお

皿は、坂井さんが自分の窯で焼き上げ、後日子どもたちに手渡される予定です。 

食べる時に、楽しくなる 

ようなお皿をつくろうね。 

個性豊かな

作品が 

できあがり

ました。 

 

 

 スーパーなどで

売られている食品

には、十勝で生産

されたものが入っ

ていますよ。 

 子どもたちを２
つに分け、２人の
講師からそれぞれ
お話をいただきま
した。 

【７月２０日】「更別農業高校牛舎を訪問」 
更小・上更小３年が訪問し、更別農業高校畜

産分会の３年生が講師を務めてくれました。 
「牛の胃の数」や「牛の体温」など、クイズ

形式にして、楽しく学べるように工夫されてい
ました。その後牛乳の手しぼり体験をさせても
らいました。 

 

 手しぼり体験の後、

機械で乳をしぼる。 

「多くの人の愛情と協

力でできた牛乳です。

残さないで飲んでね。」 

 村内の酪農家はどんど

ん減って現在は３５軒に

なっています。牛が健康

ならば、酪農家も幸せ。

やりがいもあります。 


